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１．はじめに 
ベトナムのハノイは紅河デルタ上に位置した都市であ

り，広域な紅河デルタの地下構造を示した研究等はあるが，

都市の中心部の地質構造を明らかにした研究はまだない．

これまで国内の関連プロジェクトや著者が代表をつとめ

るプロジェクトでは，ベトナムハノイ鉱山地質大学と共同

でハノイを中心とする地形や地質に関連した基盤データ

を収集してきた．本研究ではとくに収集された地形データ

やボーリングデータを用いてハノイの地下構造を明らか

にするため，3次元地質モデルを構築し可視化した． 
 
２．ハノイの地質構造と収集データ 
ベトナムのハノイの地質構造は，春山（2004）によって

示されており，紅河デルタの第四紀堆積物を上位から完新

世上部層（Thai Binh Formation），完新世中下部層（Hai Hung 
Formation），更新世上部層（Vinh Phuc Formation），更新世
上中部層（Hanoi Formation），更新世下部層（Lechi Formation）
の 5層に大別している． 
このハノイを中心として収集した地質基盤データは，ボ

ーリングデータ約 160点，標高測量データ約 24,000点，都
市計画地図（2,000分の 1）約 50枚である．収集したボー
リングデータの分布図（●がボーリング地点）を第 1図に
示す．記号はボーリングをおこなった地区の名称であり，

数字はボーリング地点の番号である．背景地図は

OpenStreetMap を使用した．それぞれのボーリングデータ
は井戸掘削用のデータである．ボーリングデータの一例を

第 2図に示す．今回使用した情報は，そのうち①ボーリン
グ地点情報（EPSG:28418, Pulkovo 1942 / Gauss-Kruger zone 
18），②層厚の情報（m），③岩石・土の情報である． 

３．岩相区分 
収集したボーリングデータは櫻井ほか（2008）の岩相対

比支援システムに入力し，3 次元地質モデリングに必要な
境界面データを出力する．しかしながら，入力するボーリ

ングデータは第 2図に示すように岩石・土の表記が統一的
な記載表示ではないため，本研究では JACIC（（財）日本
建設情報総合センター）の土質コードにもとづいた岩相区

分をおこなった．その結果の例を第 1表に示す．この結果，
収集した 160点のボーリングデータは，30の岩石・土に区
分することができた．岩相区分をおこなったデータを岩相

対比支援システムに入力し，春山（2004）が提示した紅河
デルタの地質構造モデルと比較し，岩相対比をおこない，

対象地域を 5つの地層に区分した． 
 
４．３次元地質モデリング 
対比結果にもとづいて層序に対応した地点データを整

理し，論理的な整合性を確認し，第 2表のような地質構造
の論理モデルを構築した．境界面の DEM については，標
高測量データからハノイの中心部 8km×8km の地形面の

DEMを作成した（Yonezawa et al, 2013）．岩相対比支援シ
ステムで出力した地質境界面のデータから野々垣ほか

（2008）の曲面推定プログラム BS-Horizon を用いて地形
面と同じ範囲の DEM（4 つの地質境界面 DEM）も作成し
た． 
地質構造の論理モデルと地形面・地質境界面の DEM を

用いて，今回は GRASS GISを利用して 3次元地質モデル
を構築し，可視化した．3 次元地質モデルの可視化例を第
3図に示す． 
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５．おわりに 
本研究では収集した地形データやボーリングデータを

分析し，日本の岩相区分モデルをあてはめることでハノイ

の 3次元地質モデルを構築した．今後は収集・分析したボ
ーリングデータや地形データを地質データとして Web 
GIS上で処理する 3次元地質モデリングシステムを実現し，
関連研究者，とくにベトナム現地の研究機関が容易に入

力・利用できるシステムに改善したいと考える． 
なお，本研究は科研費（24251004）の助成を受けたも

のである． 
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第 1図	
 ハノイのボーリングデータの分布図． 
 

 
 

第 2図	
 ボーリングデータの一例． 

第 1表	
 ボーリングデータの岩相区分の例． 
 

 
 
 
 

第 2表	
 地質構造の論理モデル． 
 

 
	
 

	
 

 
 

第 3図	
 3次元地質モデルの可視化例． 
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